
沿 革

明治35年 内務大臣訓令に基づき，牛島町に衛生試 衛生科の 1課6科制となる．

験所が設寸され，理化学的及び細菌学的 昭和39年6月 古川堀反町20番地（千秋明徳町1番40i'釣

検査を行う． に庁舎改築になり移転する．

それまでは警察部衛生課で行われていた． 昭和46年4月 児島三郎氏所長となる．

明治未期 衛生試験所は土手長町中丁 1 昭和47年4月 秋田県行政組織規則の一部改正により総

番地に移転する． 務課試験検杏部（細菌科，ウイルス科，

昭和20~22年衛生課は菩察部から内政部に移り，更に 理化学検査科，踪境衛生科）生活科学部

教育民生部に移管された． （成人病科，母子衛生科，食品栄養科）

昭和23年 1月 県の機構改革により衛生部所属となり， となる．

細菌室は公衆衛生課に理化学室は薬務 昭和49年4月 秋田県行政組織規則の一部改正により総

課に移管された． 務課，微生物部（細菌科， ウイルス科），

昭和28年 1月 秋田渠規則第4号（同月24日付）をもっ 理化学部（食品衛生科，衛生化学科，環

て衛生試験所は「秋田県衛生研究所」と 境衛生科），生活科学部（成人病科，丹

改められ，公衆衛生課長斉藤精一郎所長 子衛生科，栄養科）となる．

兼務となる． 昭和61年4月 秋田県行政組織規則の一部改正により総

昭和29年6月 児玉栄一郎氏専任所長となる． 務課，総務係，微生物部，理化学部．生

昭和39年4月 秋田県行政組織規則の一部改正（同月 1 活科学部となる．

日付県広報号外第5号により，秋田県衛 昭和61年7月 千秋久保田町6番6号に現庁舎が新築さ

生研究所は「秋田県衛生科学研究所」に れ移転する． 9月から業務を開始する．

改められ，細菌検査，化学試験の他に生 平成2年4月 森田盛大氏所長となる．

活科学部門の調査研究を行うことになり， 平成4年4月 秋田県行政組織規則の一部改正により総

総務課細菌病理科，理化学検査科，成 務課総務係，企画調整室，微生物部，

人病科，母子衛生科，食品衛生科，環境 理化学部，生活科学部となる．
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機構

I 組織及び業務内容

組識図

所長ー~次長一＿

ー総務
Ii疇書籍：言畠誌と課 4．検体の受付及び手数料の収入に関すること
I 5.諸統計の調資報告に関すること

6. 文書の収受•発送及び保管に関することL 7．公印の管守に関すること
8.その他他の部の業務に属さない事務

←一 1.調査研究の総合的な企画及び調整に関すること
i z.調査研究の適正・有効利用に閃すること
3.企画推進協議会及び所内各種委員会の調整に関すること
4．保健衛生・環境衛生等の梢報収集・管理・解析・提供に関すること
5.公衆衛生に関する文献・資料の収集・解析・提供に関すること
6.衛生科学研究所調査研究の各種システムの確立及び提供に関すること
7.地域保健医療情報システム及びデータベースに関すること
8.共有化計画推進に関すること
9.調査研究業務発表会に関すること
I 10.所内及ひ保健所職員技術研修に関すること
i l1．医学部学生夷習に関すること
しー12.季刊誌’'衛科研”及び‘‘衛生科学研究所報”等の発行に関すること□ 1．細菌性感染症（伝染病）の予防に関する調査研究
2.細菌性食中毒の予防に関する調査研究
3.その他細菌一般に関する凋宜研究

微生物部1］□言9詞言瓢麟ロニ
9. アレルキー性疾患の予防に1関する調査研究
10.感染症の疫学と感染防御に1見1する調査研究
ll.病原微牛物検査（コレラ菌等の伝染病検直，食中毒菌分離I口いじ検査．一
般・大腸菌群検査， HIV抗体検査，つつが虫病確定診断検査・風疹抗
体保有検査，病原ウイルス分離同定検査等）
12.採血業務従事者等特別診断 (B型肝炎等）
13.残留抗生物質検査
14.母子臨休検脊（神経芽細胞腫・先天性代謝胄常スクリーニンク検査）

1.食品の安全性及び分析に関する調査研究
2.栄養学的成分に関する調査研究
3.温泉の療養効果に関する調査研究
4.放射能に関する調査研究
5.地熱開発地械環境調査

即化学部一
6.残留農薬及ひ食品添加物等の化学試験検酉
7.有害家庭用品の安全に関する試験検査
8.医薬品等の規格試験検査
9.水道水・飲料水の水質化学試験検査
10.廃棄物処理施設の放流水水質検査・有害物質検査
11.食品の栄養成分・農薬の一般依頼検査
12.科学技術庁委託放射能淵西

［ 1.魯篇晶贔雷醤門する凋査研究（動脈硬化の予防・鱈詞加）予防・
生活科学部 2.母子衛生に関する調査研究

3.栄養改善に関する調査研究
4.老人保健調査事業に関すること
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11 職員名簿

平成5年4月1日現在

部課室名 職 名 氏 名 =こi19 所 発 ＾ TJ 

備 考

所 長 森 田 盛 大 昭和46年7月1日 獣 医 師

次 長 原 田 勝 博 平成5年4月1日
--

次 長 栗 原 正 平成5年4月1日 薬 剤 師

諜 長 戸 部 平成3年4月1日
一^
係 長 （戸部課長兼任） 平成3年4月1日

総務課 主 査 後藤キサ子 平成2年4月1日

仕 ),, 上 夫 平成2年4月1日

技師（運転） 佐 藤 博 之 平成2年4月1日

室 長 （栗原次長兼任）

企iilji調格室 専門研究 n(J）]III専l"J研究n兼1「:)
専門研究目 （杉野専門研究員兼任）

9.-・  

土 1 r; 佐藤（逍）主{l兼任

部 長 佐 野 健 昭和61年4月1日 薬 剤 師

専門研究員 原[Il誠三郎 平成5年4月1日 臨床検査技師

専門研究日 田 中 恵 子 平成2'.f「4月1日 臨床検査技師

専．門研究員 鎌 田 和 子 平成4年4月1日 臨床検査技師
- -

微生物部 ー専門研究 n千策宜知子 平成4年4月1日 臨床検査技師
専門研究員 笹 嶋 架 昭和61年4月1日

専門研究日 和田恵狸子 昭和61年4月1日 臨床検資技師
ー~

専門研究 [l 齊藤志保子 昭和54年4月1日 猷 医 師

技 師 八 柳 潤 平成2年4月1日 薬 剤 師
卜

技 師 斎 藤 博 之 平成元年4月1日

部 長 沢 部 光 昭和4(j年4月1H 
-- -- -

専門研究tl 武 藤 倫 子 昭和43年10月1日
ーー・＿＿ 一 ー・ー一 --

専門研究 n 松 尼 無 了— 昭和59年4月1日
・“・▲・ ~ ---,,.,.,.  

心↓ ・・・•• • ----- -- ---• • ・・— ------
理化学部 専門研究員 村 上 恭 子 平成3年4月1日 薬 剤 師

専門研究t1 大 谷 裕 行 平成5年4月1日 薬 剤 師

しり門研究日 松田恵叫子・ 昭和63年4月1日 薬 剤 師
·~— 

専門研究員 杉 野 哲 平成5年4月1日 薬 剤 師
- --

技 師 池 田 聡 彦 平成4年5月11日 薬 剤 師

部 長 勝 又 貞 平成5年4月1日 薬 剤 師
--・ -- - ヒ—--- - ---―--------·-一—· ー・
t任専門研究日 猿 田 桃 子 平成5年4月1日 管理栄養士

＿ー·—.. ・」『・-- `』-- -―'- ・・- --

生活科学部 専門研究罰 高 桑 克 子 昭和46年4月1日・- ----・一，＿＿ ＿ 
専門研究員 柴 田 fl lj 子 平成5年4月1日 薬 剤 師
9--・  • - - .  - -- - - - - -•·噸．
i •. 1 I 佐 藤 道 f• 平成4年4月1日 保 健 婦
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III 衛生科学研究所企画推進協議会設置要領

（設置）

第1条 福祉保健行政並びに生活環境行政等における行政課題を衛生科学研究所の調査研究事業等をもって円滑に推進

することを目的に，衛生科学研究所企画推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第2条 協議会は，次に掲げる事項を調査審議する。

(1) 前年度調査研究事業の評価に関すること。

(2) 当該年度調査研究事業の進捗状況報告に関すること。

(3) 次年度調査研究事業の企画及び策定に関すること。

（組織）

第3条 協議会は，学識経験者及び県の関係職員をもって組織し，委員は，次に掲げる者とする。

(1) 学識経験者

(2) 福祉保健部次長

(3) 生活環境部次長

(4) 医務薬事課長

(5) 保健術生課長

(6) 環境衛生課長

(7) 環境衛生課廃棄物対策室長

(8) 環境保全課長

(9) 自然保護課長

00) 秋田保健所長

旧） 脳血管研究センター研究局長

02) l塁培技術センター所長

U3) 衛生科学研究所長

2 委員の任期は一年とする。

（会長及び副会長）

第4条 会長は，福祉保健部次長とし，副会長は，生活環境部次長とする。

2 会長は，協議会を代表し，会務を総理する。

3 会長に事故があるときは，副会長がその職務を代即する。

（議事）

第5条協議会は，会長が招集する。

2 協議会の議長は，区務薬事課長とする。

3 協議会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，会長の決するところによる。

（調査研究事業検討部会）

第6条 協議会に諮る行政課題凋査研究事業等を専門的に検討するために，凋査研究市業検討会（以下「部会」とい

う。）を置く。

2 部会は，医務薬事課，関係事業主管課，秋田保健所，環境技術センター及び衛生科学研究所をもって組織し，その

構成は，総務担当及ひ業務担当の職員とする。

3 部会は，会長か招集する。

4 部会は，課題毎に開催する。但し，最初と最後の部会は，全体会とし，その座長は，衛生科学研究所が務める。

（事務局）

第7条 本協議会及ひ部会の事務局は，衛生科学研究所に置く。

（委任規定）

第8条 ごの要領に定めるもののほか，協話全及び部全の運営に関し必要な事項は，会長が委員会に諮って定める。
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附則

1 この要領は，協議会の決議の日から施行する。但し，協議会の決議があるまでの間は，部会の決議をもって部会に

係る条項に関し暫定施行する。

附則

1 この要領は，平成4年5月1日から施行する。

附則

1 この要領は，平成5年10月1日から施行する。
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施設及び主要備品

I．庁舎及び建物

名 称秋田県衛生科学研究所

所在地秋田県秋田市千秋久保田町6番6号（郵便番号 010)

構 造鉄筋コンクリート造

規 模地下 lIi皆地上5階塔屋

建物面積 4,553.52平方メートル

II.主要備品及び購人図書

1.平成4年度購入の上要備品

微生物部 6品目

理化学部 9品目

生活科学部 3品目

2.平成4年度図沿眺入状況

(1) 単行図書

NO 図 書

1 ウイルスの今日的意味

2 ウイルス感染症の臨床と病理

3 病原ダニ類図譜

4 食品中の食品添加物分析法月刊説内

5 農薬登録保留基準ハンドプック

6 新版脂肪酸科学（第2版）

名 発 行

医薬品ジャ ナル社

医学書院

金芳堂

講談社

化学工業日報社

幸害房

7 新生児マススクリーニングガイドプック 南江堂

(2) 定期刊行物

NO 図 書 名 発 行

1 原子力工業 日刊工業新聞社
＇ 
2 衛生化学 日本薬学会

3 ラジオアイソトープ 日本アイソトープ協会

4 水道協会雑誌 日本水道協会

5 食品衛生研究 日本食品衛生協会

6 ぶんせき 日本分析化学会

7 分析化学 日本薬学会

8 用水と廃水 産業用水調査会， 食品衛生学雑誌 日本食品衛生学会

10 フードケミカル 食品化学新聞社

11 臨床栄養 医歯薬出版

12 臨床栄養増刊号 医歯薬出版

13 肛生の指標 厚生統計協会

14 厚生の指標増刊号 厚生統計協会

15 栄養と料理 女子栄養大学出版部

16 日経サイエンス 日経サイエンス社

17 秋田児気象月報 日本気象協会秋田支部
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学会・研修会の参加と開催



学会・研修会の参加と開催

I.学会発表及び演題数

年 月 平子 ムコ 名 開催地 演題数

H. 4. 4 第 4回日本アレルギー学会 横浜市 1 

4. 7 第41回東北公衆衛生学会 秋田市 2 

4. ， 日本地球化学会 東京都 1 

4. 1 0 第51回日本公衆衛生学会総会 東京都 1 

4. 1 0 第31回日本薬学会東北支部大会 秋田市 1 

4. 1 0 第40回日本ウイルス学会総会 神戸市 1 
• •, 9 

II.調査・研究業務発表会

県内の福祉保健•生活環境・農政等の関係機関との情報の交流及び専門的な意見交換を目的に，平成 3 年度より開催

している。

名称第3回衛生科学研究所調査研究業務発表会

日時平成5年5月14日 10:00~15 : 00 

会場秋田県総合保健センター 第1研修室

生活科学部発表

l 循環器疾患の健康管理に関する調査研究

一井川町における血圧値，血圧分類と服薬状況の推移

◎高桑克子，沢部光ー．，佐藤道子，鎌田末作（現秋田保健所）

2.循環器疾患の健康管理に関する調査研究

一罠村地域における検診木受診固定者群の実態と健康愈識一

◎佐藤道子，高桑克孔沢部光一，鎌田末作（現秋田保健所）

3．先天性異常発生のマススクリーニングに関する調査研究

一神経芽細胞釉の電気化学検出器による測定方怯一

◎田中恵子，千葉真知子，池田聡彦，沢部光一

理仕学部発表

4.温泉の適正利用に関する調査研究

一梨内温泉水中のラトン濃度について一

◎武藤倫子，村上恭＋

5.秋田県における放射能汚染に関する調査研究

ー北秋田地区における調肖結果について一

◎村上恭子，武藤倫子

6．県内飲料水の水質に関する調査研究

ー秋田県内の飲料原水の水質について—

◎松尾無子，小林淑子（現秋田保健所）

微生物部発表

7. ウイルス感染症の病原分析に関する調査研究
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一血球凝集能を欠く麻疹ウイルス流行株のHA遺伝子の柚造解析一

◎斎藤博之，佐藤宏康（現大館保健所），鎌田和子

8.細菌性食中苺の予防に関する調査研究

一県内市販食肉からの腸管出血性大腸菌 (EHEC)分離一

◎八柳潤，齊藤志保子，遠藤守保（現横手保健所），佐藤宏康（現大館保健所）

9.花粉症の予防対策に関する調査研究

ースギ花粉測定における地域特性と測定値の標準化について一

◎笹嶋肇和田恵理子

企画調整室発表

10. 保健・医療•福祉情報システムについて

ー感染症サーベイランス解析ソフトの概要についてー

◎笹嶋肇今野宏（現秋田保健所），高桑克子，石塚英椙（現大館保健所）

ill.技術指導及び研修

1.研修会・講演への講師派遣

年月 主催者 講滅・研修内容 対象・参加人員 担当講師

平成4年

6月 県梢防学校 放射線と放射能 初任ii,j防職貝 49名 理化学部松Hl

7月 蓼揺魏 小の児関成連人病と食事と 奨小護・教中員・高等学校29名 生活科学伊部藤

月上 秋男鹿田保支健所所 思（に成春つ人期い病親て予子）防教の室方法 管中学内小生学の校母高親学年20生名・
生活科学高部桑

閾 贋揺団f易 食1生笈活雙麟改普事認業謡に伴 管内栄養士・保健8婦名 生活科学高部桑

11月 i修上会所福祉liJI尉燿翡唇蒋炉 ご全l:県保育所勤務4栄0養名 生活科学伊部藤

12月 牧炉・沢貝部ili会ざ£護 小児成人病について 湯沢ili旅護教諭12名 生活科学高部桑

平成5年

2月
雷湯沢市“・．t 晨域における栄翠摂 鱈譴野嗜考 生活科学高部桑の状況につい

2.医学生実習
•一

—·-―`』-

4月5月6月7月8月9月10月11月12月l月2月3月 計

回 数 1 2 2 3 

゜
2 2 2 2 2 2 2 21 

対象人数 6 10 10 15 

゜
IO 11 10 10 10 10 10 112 

- 8 



3.保健所試験検査担当者研修

年月日 研修項目

平成5年 エイズ講義

2月1日
エイズ検査
実翌l

最保動近全向行のに環政つ境のい

て

屈9に:ti生つ゚のい）動饂て向

工走ズ検査
判

水関と分逍す水析る法質碁準にに

ついて

2月2日 サルモ盃ラ
塵の迅検法につい
て

l)NA-l)NA 
ハイプリダ
イプリゼー

ょ〗見鷹馘
の伺

景ジフ配テリヤ
贔

伝達講習

<品塁題 翡問る につ
いて

イオンクロ
マトグラフ

［ ーの哩論
実｝1

紹文献介収録と

伝逹溝習

対象・参加人員 研修場所

讐鱈炉嗜讐 保健センター

同 上 衛生科学研究所

同 上 保健センクー

細消検介担当：行9名 Iil 上

罰胤督炉嗜悶 衛生科学研究所

理化学検壺担当12者名 同 上

細伯検査担当者 衛生科学研究所
9名

同 Jこ 同 上

同 上 同 上

同 上 同 上

理化学検森担当喜
12 保健センター

同 上 衛生科学研究所

同 上 同 上

同 上 同 上

―... ・・・--』......- •• -・ - -----・-----・- - ---・-・・-ー・- ・・-- ロー・・囀 99 9,.. •9 m-- - --•-- -
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担当部・講師

微生物部笹島

同笹上島、和田

環境保北全嶋課主査

環菅挽原衛課生長課補佐

微生闘、和田

理化悶尾部
、小林

微生物部
斎藤、八柳

微化物庸
斎 、八柳

微生物部
斎藤、八柳

微生物部佐藤

環境衛坂生本課主査

理化学部
武藤、村上

理化学部佐野

刑化学部石塚

- —山•- -- -9-• 日ー一—


